
秘湯！　逆寝取られの湯　５

（あらすじ）

初夜、そして二日目の夜も、失敗に終わってしまった勇者。

ほぼ間違いなく、その原因は女将の桐華にある…。

そう思いつつも、鮮烈な快感を求めて、

勇者は、風呂へと足を運んでしまうのであった。

（プレイ）

練習と称した正常位～ラブラブ正常位
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桐華：

あ、勇者様…。

ようこそ、いらっしゃいました…♥

いえ…、そうでは、無いですね…。

今日、ココへいらしてしまったということは。

昨晩、何かがあったという、ことですものね…？

ただ…、ふふっ♥

それは、精の不足…ということでは無さそうですね。

だって、勇者様、激しく目を血走らせながら…、

私の浴衣からこぼれてしまいそうなおっぱいやぁ…。んっ…。

裾からのぞく白い太股を、ねっとりと眺めてらっしゃいますし…♥

あぁん…♥　エッチ…♥

あ、凄いです…♥♥

おちんちん、タオル持ち上げるくらいに、ギンギンにしてしまって。

トクン…、トクン…って、脈打つ様子まで、伝わってくるではないですか…♥

勇者様…？　昨夜に、何があったのですか…？

…ふふ。もしかしたら…。

挿入まで行ったは良かったもののぉ…。

おまんこの具合が。期待してたほどではなくて。

思うように、おちんちんが立ってくれなかったのではないですか…？

ふふふっ…。

そう…、なんですよね…？

ふふ。私にはすべて、お見通し、なのです…♥

でも、落ち込むことはありません。

それは、セックスのちょっとした機微を知って頂ければ、

すぐにでも、解決出来ることなのですから…。

はい。では…、勇者様？

このマットをお布団だと見立てて。私を恋人だと思って…。



そのまま、押し倒しちゃってください…？♥

はい♥　私が受け身役となって。

この身体を使って、実践形式で。

たっぷりとセックスのこと、教えてあげますから…♥

ふふふっ…♥♥

あら…？　勇者様…、どうして、ためらっているのですか…？

私とエッチするために、ここに来たのでは、なかったのですか…？

ほら、パンパンの先っぽ…、つん、つん、つんっ…♥♥

ふふ。先走りも、こんなに、あふれさせちゃって…。

はぁ…、はぁっ…、勇者様…？

これは、浮気とかじゃないですから。

すべては「奥様のため」。奥様のための練習、なのですからぁ…♥♥

そう…。そうですよぉ…。

余計なことは考えないで…、こちらに、いらしてください…？

そうそう…。そうやって、優しく私を、マットに押し倒して…、んっ…。

覆い、被さって…。。

はぁっ…、そう…♥　そうですぅ…♥　

そこから、私の脚を掴んで、開かせて…。んっっ…、はぁっ…。

身体を、腰をグイッ♥と、差し込んで…♥　んんっっ…♥♥

それで、発情おちんちんとおまんこを、

ぬるぬる、ぬるぬる、コスり、合わせて…。



はぁっ…、はっっ…、エッチな肉穴、確認できたら…、はぁっ…、はぁっ…、

そのまま…、そのまま…、一気に中に…、ナカ、にぃっっ…♥♥

ほらっ…、はぁっ…、んっっ…。。

ん゛ぁんっ…！！♥♥

んんっっ…♥♥

はぁっ…、一気に、奥まで…、入り…、ましたぁ～…♥♥

あ、あらあら…♥　

勇者様ったら…、背中のけぞらせながら…ビクンビクンしちゃって…♥

私のナカ…、そんなに、心地、良いのですか…？♥

でも、感じてしまわれるには、まだ、早いですよぉ…？♥

だって今から、女の膣が仕上がっていなかったという想定で、

レクチャーをするつもりなのですから…♥

はい…。

挿入が初めての奥様は、恐らく不安もあって、

おちんちんを迎える準備が出来てなかったんだと思うんです。

なので、ちょっと、「ナカが固いかな？」と感じたら。

身体をたっぷりと愛撫して、ほぐしてあげるのがいいのです。

ほら、両手を大きく使って、優しいタッチで。

私の身体を、さわさわ、さわさわさわ…。

んっ…、はぁっ…、んふ…。

そうです。優しく…、優しく…。



相手の性感を起こしていくように…。

んっ…、はっっ…、そうです…、うまい…、です…♥

指を立てながら、あばらや、鎖骨などの…、ちょっと出っ張ったところや…、

はぁっ…、はぁっ…、

くぼみに、指を這わせていくと…、んっっ…、はっっ…、

いいかも、しれません…♥

んっ……、はっっ…、はっっ…、ンッッ…♥♥

あ…、おっぱい…？　

ふふ。もちろんいいですが、

まだ今は、優しく。優しくですよ…？

おっぱいの輪郭をなぞるように、

やさしく、ふんわり押さえるに留めて…、

んっっ…、はぁっ…、乳首も、手のひらで軽く触れるくらいにして、

ちょっとずつ…、ちょっとずつ…、性感を焚きつけていくのが、いいのです…♥♥

おっぱい、

ふに……、ふに……、ふに……、ふにっ…♥♥

うん……。んっ…♥　フニフニ、とってもいい感じ、ですよ…？♥♥

はぁっ…、はぁっ…、さらに、女性を高める方法としては…、

キ・スっ♥　

キスをするのも、いいですね…？

ほーら。お顔、近づけて…？　

はい。まずは、このプルプルの唇に、触れるだけのキスから…。

んちゅ…、ちゅむ…、ちゅっ…、んちゅっ…、

ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…♥♥

徐々についばむように。

あむっ…♥　んちゅっ…♥　ちゅむっ…♥　ちゅむっ…♥　

はむっ…♥　ちゅぷっ…♥　んちゅ……♥　ちゅぷ…。。　　

吸いつくようにして。

ちゅうぅぅっ…♥　ちゅううぅっ…♥　

ンム、ちゅぷっ♥♥　ちゅぷっ♥♥　ちゅうううぅぅ～～…♥♥

ちゅぽんっっ♥♥

はぁっ、こんなふうに、色んなキスも使って。

徐々に、相手の唇を。心を、開かせていくんです…♥

はむっ…、

んちゅっ…♥　ちゅぷっ…♥　ちゅむっ…♥　んちゅっ…♥

ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ♥♥

ちゅっちゅっちゅっちゅっちゅううぅ～ぅっ♥♥



ちゅっ・ぽんっ♥♥

はあっ…♥♥　

んふふ♥♥　勇者様。どうですか？

おちんちんを包んでいるおまんこが…。さっきよりもあったかくなって、

トロケて来ているのが、わかりますか…？

勇者様の愛撫が、とってもお上手なので。

私のナカがほぐれて、どんどんエッチになってってるんです…♥

これが、出し入れオッケーのサイン…♥♥

確認できたら、早速、始めちゃいましょうね♥♥

ほら、おちんちんを、引き抜いてって…？

んっっ…、あんっ…、ふふっ…♥　変な声、上げちゃって…♥　

抜いていくとき、広がったカリ首に、

ヒダがぷちゅぷちゅ引っかかって…、めくられちゃってるんですね…♥♥

カリにヒダが、

ぷちゅぷちゅ…、ぷちゅぷちゅ…、ぷちゅぷちゅぷちゅ～♥…って♥

あははっ♥　のけぞっちゃって♥♥

ほ～ら、抜けそうになったら、

また奥までずっぽり、肉穴に押し込んで…。

んっっ…♥♥　はぁっ…♥　んっ…♥♥　はぁっ…♥

そう…、そうそう…♥♥

そうやって、濡れてきたおまんこ、リズミカルに、突いてあげるのです…♥

はっっ…♥　はっっ…♥　んっっ…♥　はぁっ…♥♥



んっっ…♥　やんっ…♥　はっっ…♥　はんっ…♥♥

おっ、きぃっ…♥♥

はぁっ…、はぁっ…、それと、勇者様。

今、感じるのを、堪えてらっしゃるようですが…、はぁっ…、はっっ…、

そこは、抑えないで下さればと思います…。

勇者様も、突く度に私が、

「あんっ…♥　あんっ…♥　あんっ…♥　あーんっ♥♥」、

「あっ…♥　あっ…♥　あっ…♥　やっっ…♥♥」…って喘いで、乱れるのを見ると…、

とっても嬉しくなって。おちんちん、ふっくらしてきちゃうでしょ…？

はっっ…、はっっ…、女だって、同じなんです。

女も、自分の身体で、おまんこで、男性が悦んでくれているのを見ると、

愛しくなって、嬉しくなって、身体がどんどん、熱くなっていくんです…♥

はぁっ…、はぁっ…、だから、勇者様？

我慢してないで、だらしなーいトロケ顔、

さらしちゃって下さい…？♥

おちんちんをおまんこで噛み噛みされて…♥

「あんっ♥　あんっ♥」って、

女の子みたいなかわいい声、一緒に上げちゃってくださいっ…？♥♥

ほら…、ほら…♥　ぎゅっ…、ぎゅっっ…♥

あっ…、あっ…♥　あんっ…、あんっっ…♥♥　

恥ずかしさなんて全部捨てて、感じるままに、

ありのままの姿をっっ♥♥　

ほらっ♥♥　ほらっ♥♥　ちゅぷっ♥　ちゅううぅっ♥♥

あっっ♥♥　あっっ♥♥　あっっ♥♥　あっっ♥♥　

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あ～んっ♥♥　

そう…、そう、ですっ…♥♥

かわいい、カワイイですよ、勇者様…♥♥

はっっ…、はっっ…、

そんなエッチなお顔しながら奥を、ズポズポされたらっ…、

私もどんどん、愛しい気持ちが膨らんでっ♥

どんどんおまんこ、キュンキュンしてきちゃって♥♥

ご、ごめんなさい。

おちんちん、もっと激しく、締め付けちゃいますっっ♥♥　

ぎゅっ、ぎゅっ、ぎゅ～・うっっ…♥♥

ふふ。勇者様♥　エッチな声漏らしちゃって…♥♥

んっっ…♥　はぁっ…♥　んっっ…♥ 　はっっ…♥♥



ナカ、すごいですかっ？

活発なヒダヒダに、おちんちんベロベロ、

しゃぶられちゃってるんですか…？♥

んんっ？？

あんっっ♥　あんっっ♥　あんっっ♥　あんっっ♥　あんっっ♥♥

ゆ、勇者様、は、はげしぃ、ですぅっっ…♥♥　

あっ♥♥あっ♥♥あっ♥♥あっ♥♥あっ♥♥

あっ♥♥あっ♥♥あっ♥♥あっ♥♥ああっ♥♥

はぁっ、ゆ、勇者様、セックスのコツ、

分かってきたのではないですか？

んっっ…、はんっ…♥

そうです。自分のことだけを考えず、

どうすれば、相手が気持ちよくなるかを考えて動く…。

そうすれば、相手からも、気持ちいいのが帰ってきて。

それの繰り返しで、どんどん、高めあっていけるのですから…♥♥

はんっ♥♥　はんっ♥♥　やんっ♥♥　やんっ♥♥

勇者様っ、もっと、激しく、シてくださいっ♥

ここまで高まってきたら、女は多少乱暴にされても、大丈夫ですからっ。

むしろそれが、強く求められてるようで、感じちゃうんですからぁっ…♥♥

あ゛んっ…♥　あ゛んっ…♥　あ゛んっ…♥　あ゛んっ…♥♥

あ゛んっ…♥　あ゛んっ…♥　あ゛んっ…♥　あ゛んっっ…♥♥



やんっ♥♥　そう、そうです♥　パンパンしながら、

下でブルンブルンしてる、いやらしいおっぱいを…、

さっきよりももっと強く、ぎゅっぎゅ、ぎゅっぎゅしたりっ…。。

ひぐっ♥♥　んぐっ♥♥　んんっ♥♥　んにゅうぅ♥♥♥

勃起乳首を摘んで、クリクリ、クリクリっ♥

ひぐっ…♥　ひゃうっ…♥　ふぁっ…♥　はうぅぅ…♥♥

すごいっ♥　すご…いっっ♥　すごい…、ですぅっ…♥♥

んんっ…♥　ひゃぅ…♥　んにゅ…♥　ひぅう…♥♥

や、いやんっっ♥♥

勇者様、おっぱい、チューチュー、チューチュー、しはじめちゃって…♥

やだ…♥　やだ…♥

赤ちゃんみたいに、はむはむ、ちゅーちゅーされて…♥

ミルク、しゅい（吸い）だされちゃう、よぉっ♥♥

チューチュー、チューチュー♥

んんっ♥♥　ひゃうっ♥♥　んにゅっ♥　にゃうぅんっっ♥♥♥

あ、空いた手でも、反対側の乳首、乳首、もぉ…♥♥

ひゃっ♥　んっっ♥♥　にゃっっ♥♥　ひゃぁあ♥♥

すごい…♥　しゅごい…♥　おっぱい…、すごいっっ…♥♥♥

あんっっ♥　やだ、勇者様…♥

おっぱいの間にお顔も（うず）埋めて、スーハーしちゃって♥

ぱふぱふ？♥　セックスしながらのぱふぱふも、したいんですかっ？

いいですよっ♥　

ほら、おっぱい、ぱふぱふしててあげますから♥

腰といっしょに、谷間でお顔も前後、前後させちゃってくださいっ♥♥

ほらっ、

ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥♥

ぷにぷにおっぱいの間で、

ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥♥

腰をカクカクさせながら、

ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥　ぱふ…♥♥♥

ぱふ、ぱふ、ぱふ、ぱふっっ…♥♥♥

あはは。勇者様。

おっぱいフェロモンで、さらに、トッロトロ♥♥

すごいお顔になっちゃってますよっ？♥

まるで、眼がハートになったみたいになって、

夢中になって、ガツガツ、求めて、来ちゃってっ♥♥

はんっ♥♥　あんっ♥♥　すごい、ですっ♥♥　

私も、こんな気持ちいいセックス、初めて、ですぅっ♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あ゛ぁんっっ♥♥♥



勇者様♥♥　ゆーしゃさまっ♥♥　好きっ！　大好きっ！

ぶちゅっ♥　じゅるっ♥　じゅるるっ♥　んじゅじゅっ♥♥

あ゛～♥　あ゛～♥　あ゛～♥　あ゛～♥♥

好きっ…♥　好きっ…♥　好きっ…♥　好きっっ…♥♥

おちんちん、大好きぃっっ…！♥♥

ね、勇者様？　勇者様は？

私のおまんこ、好き…？　

私とのエッチ…、好き…、ですか…？

はぁっ…、はぁっ…、はぁっ…、はぁっ…。。

あんっ…♥　あんっ…♥　あんっ…♥　あ～んっっ♥♥

えっ…？　ホントっ？　ホントっ？　

じゃぁ…、じゃぁじゃぁ……。

私のこと…、好き…？　好き、ですかっっ…？

えっ？　やだ♥　嬉しい♥　嬉しいっ♥♥

ちゅぷっ♥　んちゅっ♥　ちゅぷっ♥　んちゅうぅっ♥♥

あんっ、やんっ♥♥　すごい、すごいっ♥♥

さらにさらに、おちんちん大きくなってっ♥♥

えへへ。好き。好きって言い合うの。とっても、幸せになっちゃいますよね♥♥

さらにほら、勇者様っ？♥

今は、私のことを恋人だと思って。

私の名前。「トウカ」って呼びながら…好きって、言ってみて下さいっ？♥



名前も呼びながらだと。

もっともっと「好き」の言葉が力を持って。

相手への愛しい想いが、爆発しちゃうんですからぁ♥

ほらぁ♥♥

はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はっっ…♥♥

はぁっ…♥♥　はぁっ…♥♥　はぁっ…♥♥　はぁっ…♥♥♥

あぁんっ…♥♥　すごいっ…♥　嬉しいっ♥♥　嬉しいっ♥♥

嬉しすぎて、おかしくなっちゃいそうっ♥♥

んちゅっ…♥♥　ちゅぷっ…♥♥　ちゅぷっ…♥♥　ちゅぷっ…♥♥

ダーリンっ？♥　

じゃぁ今度は、腰のパンパンに合わせて、交互に、好きを、伝えあいましょ？

お眼眼もしっかりと、見つめ合いながら…、ほらっっ♥♥

好きっ♥♥

好きっ♥♥

好きっ♥♥

好きっ♥♥　

んちゅっ♥♥　じゅぷっ♥♥　じゅるっ♥♥　ぢゅるるぅ♥♥

勇者様ぁ、好き好き、すきぃ！！♥♥

あ゛ー♥♥　あ゛ー♥♥　あ゛ー♥♥　あ゛～…♥♥

だめぇ♥♥　私、もう、幸せすぎて…♥♥　気持ちよすぎて…♥♥

イっちゃいそう…♥　イっちゃいそう…、ですっっ…♥♥



あ゛ー♥♥　あ゛ー♥♥　あ゛ー♥♥　あ゛ー♥♥

勇者様♥♥　勇者様も、そろそろ、そろそろ、ですねっ♥♥

出すとき、出すときは、思いっきり腰を押し込んで、わたしの一番、一番奥でっ♥

ナ　カ　だ　し♥　子宮にナカだし♥　ですからねっ…♥♥

ああんっ♥♥　そうそうっ！　

体重のせて、おもいっきり、縦に股間打ち付けてっ♥♥

おまんこにスパート、種付けスパート、ですうぅっっ♥♥♥

あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥♥

あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっっ♥♥♥

ほらほら、最後はギューギュー、抱きしめあいながら。見つめ合いながら。

しゅきを（好きを）を、お互いのキスに乗せながらぁ♥♥

あむっ♥♥

んじゅっ♥♥♥　じゅるっ♥♥♥　じゅるっ♥♥♥　じゅるるっっ♥♥♥

ぶじゅっ♥♥♥　んじゅっ♥♥♥　じゅるっ♥♥♥　じゅむむぅっ♥♥♥

しゅき…♥♥　しゅき…♥♥　しゅき…♥♥　だいしゅきぃぃ…！♥♥

じゅるっ♥♥　じゅるっっ♥♥　じゅるっっ♥♥　んじゅっっ♥♥

ぶじゅっっ、じゅぶっっ、じゅぶっっ、ぶじゅじゅるるっっ♥♥♥

んんじゅ　る　る　る　ぅ　ぅ　ぅぅ～～～っっっ♥♥♥♥♥

（射精）



ん゛　む゛　う゛う゛ぅぅぅ～～っっっ♥♥♥

ん゛　っ　っ　♥♥　ん゛　っ　っ　♥♥　ん゛ん゛　っ　っ　♥♥

ん゛　む゛　ぅ゛　～　～　～　　っ　っ　♥　♥　

ぶは…、出てる…、出てるっっ…♥♥

わたひのいちばんおくでっ♥♥　子宮口まで、おちんちん、押し込まれながら♥♥

濃厚せーしっ♥♥　さきっぽからびゅーびゅー、

しきゅーのなかに、びゅーびゅー、出されちゃって、るうぅっっ♥♥

あ゛～♥♥　あ゛～～♥♥　あ゛～～♥♥　あ゛～～♥♥

すっご…、いっっ…♥♥

おもいっきり、のしかかられながら、出されるの♥♥

すっごい…満たされ…るぅ…！！♥♥

勇者様♥　もっと、もっとナカに、濃い～の…♥

くだ、さいっっ♥♥

んっっ……♥　はぁっ……♥　んっっ……♥　はぁっ……♥

んっっ……♥　はぁっ……♥　んっっ……♥　はぁっ……♥

ちゅっ……♥　んちゅっ…♥　ちゅぷっ…♥　んちゅっ…♥

ちゅうっ…♥　んちゅっ…♥　ちゅうっ…♥　むちゅっ…♥

すごいっっ…♥　あつ…、いっっ…♥♥

はっっ……♥　はっっ……♥　んっっ……♥　はっっ……♥



はっっ……♥　はっっ……♥　はっっ……♥　はっっ……♥

んふふ♥　勇者様ったら…♥　すっかり、私とのセックスの虜ね…♥

奥さんいるのに。こんなに激しく、獣のように求めてくれるなんて…♥

さて…。彼女もそろそろ、来る頃だろうし…♥

そろそろ、仕上げといきましょうかね…？

ふふふっ…♥

ふふふふっ…♥♥

ちゅっ……♥　んちゅっ…♥　ちゅぷっ…♥　んちゅっ…♥

ちゅうっ…♥　んちゅっ…♥　ちゅうっ…♥　むちゅっ…♥

（徐々にフェードアウト）

（第５話　おわり）


